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【手続補正書】
【提出日】平成30年6月18日(2018.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　排ガスによって生成された蒸気によって駆動される蒸気タービンと、
　前記蒸気タービンに導入する蒸気量を制御する調速弁と、
　前記蒸気タービンに接続された発電機と、
を具備し、前記蒸気タービンに導入する蒸気圧を変化させる変圧運転を行う発電システム
の制御装置であって、
　前記調速弁の目標開度と前記調速弁の実際の開度との偏差に基づいて、前記蒸気タービ
ンから得られる実際の負荷容量値を算出する算出手段と、
　前記算出手段によって算出された前記負荷容量値に基づいて、前記調速弁の開度を制御
する制御手段と、
を備え、
　前記算出手段は、前記調速弁の目標開度と前記調速弁の実際の開度との偏差に基づく第
１負荷容量値、及び前記蒸気タービンに導入する蒸気圧の設定値と実際の蒸気圧との偏差
に基づく第２負荷容量値のうちより小さな値を、前記蒸気タービンから得られる実際の負
荷容量値として算出する発電システムの制御装置。
【請求項２】
　前記算出手段で算出される前記負荷容量値は、上限が定められる請求項１記載の発電シ
ステムの制御装置。
【請求項３】
　前記排ガスによって駆動されるパワータービンを具備し、
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　前記発電機は、前記パワータービン及び前記蒸気タービンに接続され、
　前記算出手段は、算出した前記負荷容量値と前記パワータービンの出力値との和を前記
発電機で利用可能な負荷容量値として出力する請求項１記載の発電システムの制御装置。
【請求項４】
　前記パワータービンの出力値は、前記発電機の出力の計測値から前記蒸気タービンの出
力の計算値を減算して算出される請求項３記載の発電システムの制御装置。
【請求項５】
　排ガスによって駆動されるパワータービンと、
　前記排ガスによって生成された蒸気によって駆動される蒸気タービンと、
　前記蒸気タービンに導入する蒸気量を制御する調速弁と、
　前記パワータービン及び前記蒸気タービンに接続された発電機と、
を具備し、前記蒸気タービンに導入する蒸気圧を変化させる変圧運転を行う発電システム
の制御装置であって、
　前記調速弁の目標開度と前記調速弁の実際の開度との偏差に基づいて、前記蒸気タービ
ンから得られる実際の負荷容量値を算出する第１算出手段と、
　前記第１算出手段によって算出された前記負荷容量値に基づいて、前記調速弁の開度を
制御する第１制御手段と、
　前記パワータービンの出力値を前記発電機の出力の計測値から前記蒸気タービンの出力
の計算値を減算することで算出し、算出した前記パワータービンの出力値を前記蒸気ター
ビンから得られる負荷容量値に加算することで前記発電機の負荷容量値を算出する第２算
出手段と、
　前記第２算出手段によって算出された前記発電機の負荷容量値に基づいて、前記調速弁
の開度を制御する第２制御手段と、
を備え、
　前記第１算出手段は、前記調速弁の目標開度と前記調速弁の実際の開度との偏差に基づ
く第１負荷容量値、及び前記蒸気タービンに導入する蒸気圧の設定値と実際の蒸気圧との
偏差に基づく第２負荷容量値のうちより小さな値を、前記蒸気タービンから得られる実際
の負荷容量値として算出する発電システムの制御装置。
【請求項６】
　請求項１又は請求項５記載の制御装置を備え、前記蒸気タービンに導入する蒸気圧を変
化させる変圧運転を行う発電システム。
【請求項７】
　排ガスによって生成された蒸気によって蒸気タービンを駆動する工程と、
　前記蒸気タービンに導入する蒸気量を調速弁によって制御する工程と、
　前記蒸気タービンの駆動により発電を行う工程と、
を具備し、前記蒸気タービンに導入する蒸気圧を変化させる変圧運転を行う発電方法であ
って、
　前記調速弁の目標開度と前記調速弁の実際の開度との偏差に基づいて、前記蒸気タービ
ンから得られる実際の負荷容量値を算出する第１工程と、
　前記第１工程によって算出した前記負荷容量値に基づいて、前記調速弁の開度を制御す
る第２工程と、
　前記調速弁の目標開度と前記調速弁の実際の開度との偏差に基づく第１負荷容量値、及
び前記蒸気タービンに導入する蒸気圧の設定値と実際の蒸気圧との偏差に基づく第２負荷
容量値のうちより小さな値を、前記蒸気タービンから得られる実際の負荷容量値として算
出する第３工程と、
を備える発電方法。
【請求項８】
　排ガスによってパワータービンを駆動する工程と、
　前記排ガスによって生成された蒸気によって蒸気タービンを駆動する工程と、
　前記蒸気タービンに導入する蒸気量を調速弁によって制御する工程と、
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　前記パワータービン及び前記蒸気タービンの駆動により発電を行う工程と、
を具備し、前記蒸気タービンに導入する蒸気圧を変化させる変圧運転を行う発電方法であ
って、
　前記調速弁の目標開度と前記調速弁の実際の開度との偏差に基づいて、前記蒸気タービ
ンから得られる実際の負荷容量値を算出する第１工程と、
　前記第１工程によって算出された前記負荷容量値に基づいて、前記調速弁の開度を制御
する第２工程と、
　前記パワータービンの出力値を発電機の出力の計測値から前記蒸気タービンの出力の計
算値を減算することで算出し、算出した前記パワータービンの出力値を前記蒸気タービン
から得られる負荷容量値に加算することで前記発電機の負荷容量値を算出する第３工程と
、
　前記第３工程によって算出した前記発電機の負荷容量値に基づいて、前記調速弁の開度
を制御する第４工程と、
　前記調速弁の目標開度と前記調速弁の実際の開度との偏差に基づく第１負荷容量値、及
び前記蒸気タービンに導入する蒸気圧の設定値と実際の蒸気圧との偏差に基づく第２負荷
容量値のうちより小さな値を、前記蒸気タービンから得られる実際の負荷容量値として算
出する第５工程と、
を備える発電方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本発明の第一態様に係る発電システムの制御装置は、排ガスによって生成された蒸気に
よって駆動される蒸気タービンと、前記蒸気タービンに導入する蒸気量を制御する調速弁
と、前記蒸気タービンに接続された発電機と、を具備し、前記蒸気タービンに導入する蒸
気圧を変化させる変圧運転を行う発電システムの制御装置であって、前記調速弁の目標開
度と前記調速弁の実際の開度との偏差に基づいて、前記蒸気タービンから得られる実際の
負荷容量値を算出する算出手段と、前記算出手段によって算出された前記負荷容量値に基
づいて、前記調速弁の開度を制御する制御手段と、を備え、前記算出手段は、前記調速弁
の目標開度と前記調速弁の実際の開度との偏差に基づく第１負荷容量値、及び前記蒸気タ
ービンに導入する蒸気圧の設定値と実際の蒸気圧との偏差に基づく第２負荷容量値のうち
より小さな値を、前記蒸気タービンから得られる実際の負荷容量値として算出する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　このように、本構成では、実際の負荷容量値を様々な計測値によって算出するものでは
なく、実際の調速弁開度と目標開度との偏差に基づいて負荷容量値を算出し、調速弁開度
を制御する。すなわち、本構成は、実際の調速弁開度と目標開度を比較し、調速弁開度が
目標開度となるように負荷容量値を増減させる。これにより、本構成は、調速弁開度の制
御に用いる負荷容量値を従来のようにパルス信号で増減しないので、パルス信号特有の時
間遅れを生じることなく、調速弁を制御できる。
　従って、本構成は、プラントの状態が変化した場合の排熱回収において、より安定な制
御を可能とする。
　また調速弁の開度が開くほど蒸気圧は低下するが、蒸気圧には最小値が設定されている
ため、実際の蒸気圧が設定されている最小値未満とならないようにする必要がある。ここ
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で、第２負荷容量値が第１負荷容量値よりも小さい場合とは、実際の蒸気圧が設定最小値
未満となる場合である。このような場合には、第２負荷容量値が選択され、実際の蒸気圧
を最小値以上に維持することができる負荷容量値が算出される。
　これにより、蒸気タービンに導入する蒸気圧が設定された最小値未満となることを防止
できる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　本発明の第二態様に係る発電システムの制御装置は、排ガスによって駆動されるパワー
タービンと、前記排ガスによって生成された蒸気によって駆動される蒸気タービンと、前
記蒸気タービンに導入する蒸気量を制御する調速弁と、前記パワータービン及び前記蒸気
タービンに接続された発電機と、を具備し、前記蒸気タービンに導入する蒸気圧を変化さ
せる変圧運転を行う発電システムの制御装置であって、前記調速弁の目標開度と前記調速
弁の実際の開度との偏差に基づいて、前記蒸気タービンから得られる実際の負荷容量値を
算出する第１算出手段と、前記第１算出手段によって算出された前記負荷容量値に基づい
て、前記調速弁の開度を制御する第１制御手段と、前記パワータービンの出力値を前記発
電機の出力の計測値から前記蒸気タービンの出力の計算値を減算することで算出し、算出
した前記パワータービンの出力値を前記蒸気タービンから得られる負荷容量値に加算する
ことで前記発電機の負荷容量値を算出する第２算出手段と、前記第２算出手段によって算
出された前記発電機の負荷容量値に基づいて、前記調速弁の開度を制御する制御手段と、
を備え、前記第１算出手段は、前記調速弁の目標開度と前記調速弁の実際の開度との偏差
に基づく第１負荷容量値、及び前記蒸気タービンに導入する蒸気圧の設定値と実際の蒸気
圧との偏差に基づく第２負荷容量値のうちより小さな値を、前記蒸気タービンから得られ
る実際の負荷容量値として算出する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　本発明の第四態様に係る発電方法は、排ガスによって生成された蒸気によって蒸気ター
ビンを駆動する工程と、前記蒸気タービンに導入する蒸気量を調速弁によって制御する工
程と、前記蒸気タービンの駆動により発電を行う工程と、を具備し、前記蒸気タービンに
導入する蒸気圧を変化させる変圧運転を行う発電方法であって、前記調速弁の目標開度と
前記調速弁の実際の開度との偏差に基づいて、前記蒸気タービンから得られる実際の負荷
容量値を算出する第１工程と、前記第１工程によって算出した前記負荷容量値に基づいて
、前記調速弁の開度を制御する第２工程と、前記調速弁の目標開度と前記調速弁の実際の
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開度との偏差に基づく第１負荷容量値、及び前記蒸気タービンに導入する蒸気圧の設定値
と実際の蒸気圧との偏差に基づく第２負荷容量値のうちより小さな値を、前記蒸気タービ
ンから得られる実際の負荷容量値として算出する第３工程と、を備える。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　本発明の第五態様に係る発電方法は、排ガスによってパワータービンを駆動する工程と
、前記排ガスによって生成された蒸気によって蒸気タービンを駆動する工程と、前記蒸気
タービンに導入する蒸気量を調速弁によって制御する工程と、前記パワータービン及び前
記蒸気タービンの駆動により発電を行う工程と、を具備し、前記蒸気タービンに導入する
蒸気圧を変化させる変圧運転を行う発電方法であって、前記調速弁の目標開度と前記調速
弁の実際の開度との偏差に基づいて、前記蒸気タービンから得られる実際の負荷容量値を
算出する第１工程と、前記第１工程によって算出された前記負荷容量値に基づいて、前記
調速弁の開度を制御する第２工程と、前記パワータービンの出力値を発電機の出力の計測
値から前記蒸気タービンの出力の計算値を減算することで算出し、算出した前記パワータ
ービンの出力値を前記蒸気タービンから得られる負荷容量値に加算することで前記発電機
の負荷容量値を算出する第３工程と、前記第３工程によって算出した前記発電機の負荷容
量値に基づいて、前記調速弁の開度を制御する第４工程と、前記調速弁の目標開度と前記
調速弁の実際の開度との偏差に基づく第１負荷容量値、及び前記蒸気タービンに導入する
蒸気圧の設定値と実際の蒸気圧との偏差に基づく第２負荷容量値のうちより小さな値を、
前記蒸気タービンから得られる実際の負荷容量値として算出する第５工程と、を備える。
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